
エアーニッポン株式会社所属ボーイング式７３７－７００型ＪＡ１６ＡＮ航空重大インシデント
に係る安全勧告に基づき講じた措置について（通知）

エアーニッポン株式会社所属ボーイング式７３７－７００型ＪＡ１６ＡＮは、平成２３年
９月６日（火）、全日本空輸株式会社の定期１４０便として那覇空港から東京国際空
港へ向けて飛行中、２２時４９分ごろ、串本の東約６９nm、高度４１,０００ftにおいて、
機長が操縦室を退室した後、機長を再入室させようとした際、副操縦士がドアロック
セレクターを操作するつもりで誤ってラダートリムコントロールを操作したことにより、
機体が異常な姿勢になり急降下した。
機体の損壊はなかった。

【重大インシデントの概要】

【FAAに対する安全勧告内容】

・スイッチの形状・大きさ・操作上
の類似性を低減又は解消する必
要性について検討すること

【 FAAからの回答】

異常な姿勢となった状態

（イメージ図）

米国連邦航空局がボーイング社
に指導すべき措置

これらの分析結果を、FAAから米国内の航空会社及び海外の航空当局に対し情
報提供した。

FAAは、フライトデッキのドア開閉スイッチの形の修正について、ボーイング社
と共同で分析した結果、誤操作を防止するうえで
①ヒューマンファクターの見地から、スイッチの形状以上にスイッチの配置が
重要であること
②同じ航空会社の機種間でスイッチの配置が不統一である事例が確認され
たことから配置の違いを最小とすることが望ましいこと

③なお、米国内の運航会社では、運航中に操縦室から運航乗務員が退室す
る場合は他の乗務員を入室させ、運航乗務員の再入室時に手動でドアロ
ックを解除し、フライトデッキのドア開閉スイッチは使用しない手順となって
いるため、この問題が影響を及ぼさないこと

との結論を得た。

資料 ３


















